リンショウ　カンゴ　ケンキュウ　ジッシ　ニ　オケル　トリキメ　ニ　ツイテ　ハンダイビョウイン　ニ　オケル　カンゴ　ケンキュウ　ノ　リンリシンサ　システム　コウチク　ニ　ムケテ by 入江, 由美子 et al.
Osaka University
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1)日 本看護協会学 会検 討委 員会:看 護研究 に




1)小 島操子:看 護研究 と倫理の接点はど こに.看
護MoOkNo.40.看 護実践 と研究,27-35,
金原出版.1992.














2)他大学の学生で、当院で勤務 した経験が5年 以上あ り、かつ当院に再就職をする予定がある者 一
3)保健学科の学生(学 部生、博士前期課程、後期課程)、教員
●基本的事項
1)院 内で行 う看護研究は原則 として研究計画書を看護管理室に提出する。
2)研	究の実施にあた り、「研究遂行にあたっての倫理的側面における留意点1」」を踏まえている必要があ
る。






















完成 した研究計画書(資 料も含む)の 提出をもって、計画書承認の申請手続きとする。計画書が承認され
る場合ぽ 承認者が押印する。 ※自主研究で研修指導者がいる場合はこの限 り
でない。
【必要な書類:研 究計画書 研究の資料(質 問紙など)】
2.研 究フィール ドの責任者の許可





















▲ ▲	 ▲ フィール ドの責任者 に
よる許可
































研究者は研究フィール ドの責任者(科 長 ・看護師長)に 研究の説明を行い、許可を得る必要がある。
研 究遂行に当たっての倫理的側 面における留意点 工)
1.看	護 学 として、研究 の 目的は適切、明確 であ り、研 究の手法 ・デザイ ンはその 目的にかなった もので あ
るこ と。
2.研	究 実施 計画、デー タ収集法 は、研究の 目的に照 らし、対象者 に与え る影響 が最小 限 とな るように設 定
され てい るこ と。
3.研	究対象者 の選択 と対象者 の研究参加 の諾否 を得るにあた り、対象者 が心情 的に拘束 され ることのない
よ うに、 自由で平等 な立場 で諾否が決 め られ るよ うに配慮 され るこ と。
4.研	 究 への参加 決定が 自由意志で行 われ る とともに、参加 の中止 も 自由で あ り、研究 の不参加、あるいは
中断に よって何 ら不利益 を蒙 らない ことを保証す るこ と。
5.研	究 の 目的お よび対象者 に課せ られ る負担、影響 については全 て、はっ き り説 明す るこ と。対象者 に情
報 を伏せてお くこ とが許 され るのは、研究 の 目的上必要不可欠 と認 め られ る最小限に限るこ と。
6.研	究 の発 表に あた っては、対象者 のプライバ シー保護 に配慮 し、また、個人 が特定で きるよ うなケー ス
では、本 人の承諾が不可欠であ ること。
引用 文献
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